Ainu Folklore Text-16 : Nabe SHIRASAWA\u27s uepeker by 中川, 裕 et al.
 アイヌ口承文芸テキスト集１６ 
白沢ナベ口述 ウエペケレ 
虐待された子熊 
 
 
採録・訳・註 中川裕 
 
キーワード：アイヌ語、口承文芸、散文説話 
 
 このテキストは、千歳市蘭越出身の白沢ナベ氏（1905-93：戸籍上は 1906-）の語りによるuepeker
「散文説話」で、1992 年 4 月 19 日および 1993 年 9 月 28 日の 2 回、同じ話を白沢氏の自宅にお
いて録音したものである。整理番号はそれぞれ、N9204191KY（以下 N92）および N9309281KY
（以下 N93）。N92 の録音に際しては、オランダ・グローニンゲン大学教授Ｔ・デ・グラーフ氏
が同席している。また白沢氏は 1993 年 10 月 21 日に逝去されており、N93 が私が氏から録音し
た最後の口承文芸資料となった。なお、このふたつを対照することを目的に、中川裕（2001）で
冒頭部分だけを対訳して載せている。後述のように、N92 と N93 は内容は同じだが、構成がだい
ぶ異なるものになっている。したがって、あらすじも N92 と N93 では異なるのだが、重複を避け
るために、次の「あらすじ」は N92 に基づいたもののみを提示する。 
 
あらすじ 
 
（長者の語り） 
 私は村長であり、妻とふたりで暮らしていた。ある日山へ行くと子連れの熊に遭遇し、丁寧に
礼拝して招きの言葉を述べたが、熊は子熊を残して去って行ってしまった。私はその子熊を抱い
て山を下り、大事に育てた。食べるものも良い魚ばかりを選んで食べさせていたので、子熊はす
くすくと育ち、私は大きな檻を作って、そこに子熊を入れて育てていた。 
 「鹿や熊の毛皮もたまり、子熊の霊送りをする時期が近づいてきたので、毛皮を売りに行って
くるぞ。私がどんなふうに世話をしてきたか、お前も見て知っているはずだから、きちんと世話
をしてくれよ」 
 と、私は妻に言い置いた。 
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 （子熊の語り） 
 それから父（長者）は私のほうを向いてこう言った。 
「カムイよ、ご自愛してください。あなたのことが心配で、片足は沖に踏み出し、片足は岸に残
すような思いで舟を走らせ、急いで戻ってきますよ。それまで達者で暮らしてください」 
 と言い残して、父は熊の毛皮、鹿の毛皮を舟いっぱいに積み込み、沖に漕ぎだしていった。す
ると、母は 6 本の弦のついた鍋を火にかけ、おいしそうな食べ物を鍋いっぱいに入れた。鍋がぐ
らぐらと煮え立つと、煮えたところをよそって、私のほうを向いてばくばくと食べ始めた。そし
て、私をののしってこう言った。 
「この性悪のカムイめ。お前のおかげでおいしいものを食べることもままならなかった。これで
やっとおいしいものが食べられる」 
 と言いながら、私をののしり、魚の皮のようなところ、骨のようなところを私に投げつけた。
それを食べるのも腹立たしいので、尻尾を引っ込め、頭を隠して丸くなり、ふて寝をしていた。
そのうち、空腹で身がよじれるような気がしてきた。そこで、投げつけられたものを、自分の体
ごとなめなめ、檻ごとなめなめしたがどうにもならなかった。 
 父は戻ってこない。数えてみると、もうひと月もふた月も戻ってくる様子が無い。どうしてし
まったのかわからない。父が戻ってくれば私は生き延びられるのだがと思っていたが、今や私は
やせ細って、両ひじががくがくし、両ひざががくがくし、骨ばかり皮ばかり身にまとうような姿
になってしまった。それでも父はいっこうに帰ってこない。 
 このまま檻の中にいて死んでしまったら、悪い母をほっとさせるだけだろう。どこか遠いとこ
ろへ行って、私の死んだ骨、私の死んだ皮を、悪い母に見られないようにできたら、私にふさわ
しい死に方だと思ったので、ある日私は檻を掻き壊して外に飛び出し、山に向かってまっしぐら
に走りだしたが、ひじががくがくするので地面に転び、転んだところでじたばたと足をばたつか
せながら、私の父、人間の父親の名を呼んだ。こんな風に死んだなら、お前の悪い母親が、お前
の死んだ皮、お前の死んだ骨を見て、安堵の息をつくだろうと思ったので、ぱっと起き上がって、
ただ山を目指して進んでいった。 
 というところで、別のところに跳んで、カムイの母親が語る。 
（母熊の語り） 
 ザゼンソウを食べたくて、人間の村の近くまで下りてきた。すると何かの声が耳元に聞こえ、
耳をすまして下りて行くと、そのようなものを目にするとは思わなかったのに、きれいな熊の子
供が虫の鳴くような声で泣きながらやってくる。それでびっくりして立ち止まり、どういうわけ
で子熊がやって来たのだろうかと思って立ち止まり、よくよく考えてみると、以前、人間の長者
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 が狩をしに山に来て出会った時、私を招待する旨を唱えながら、何度も礼拝をしたが、自分の身
が惜しかったので、その場を去った。連れていた子熊を残して立ち去ったのだった。 
 そのことを思い出したので、私は子熊を抱きしめて泣きたく思ったのだが、人間の匂いがする
ものを迎え入れることはできないので、私は子熊を引き連れて、栗のおばさんのところに行き、
栗のおばさんにこの子熊を二晩か、三晩あずかってくださいと言ったところ、今年はことさらに
実の入りが悪く、食料が乏しいのだと言われたので、ナラの木のおばさんのところへ連れて行っ
て相談した。二晩や三晩だったら、うちに泊まってもいいよと言ってくれたので、そこへ置いて
行った。 
 ザゼンソウを食べたいので、たくさん採って大きな荷にして、家に戻って来た。それからも人
間の長者はいっこうに帰ってこない。見てみると、長者は和人の村に行って、その様子を見て、
和人が大勢浜に下りてきた。和人たちは浜手の草原と奥の草原の間に舟を引き上げると、長者の
運んできたものを全部、長者の手をひとつもわずらわさずに岸に上げた。長者が岸に上がると、 
（長者の語り） 
 和人たちは殿様のところへ私の荷物を全部運び込んだ。殿様はいろいろな毛皮を広げると、 
「熊の毛皮、鹿の毛皮、いい毛皮である。アイヌの乙名を風呂に入れてあげなさい」 
 ということを殿様が言うと、風呂をわかして、 
「風呂に入れたなら、私の座敷に上げなさい」 
 と言ったので、私は殿様の座敷に通された。殿様は立派な着物を出して私に着せてくれた。 
「お酒や料理をテーブルの上に広げなさい。乙名と一緒に私も飲もう」 
 と言うので、お酒や料理がテーブルいっぱいに並べられた。食べたことも見たこともないおい
しい料理が、たくさん出された。「たくさん食べろ。たくさん食べろ」と殿様はいいながら、私に
お酒を注いで飲ませた。次々にお酒をすすめられるので、殿様のところへ行って家に帰りたいと
言うことができなかった。殿様が満足するまで、一緒にいないとよろしくなかったので、 
（母熊の語り） 
 帰りたいけれど、帰ることもできずに、ふた月も三月もいる様子が私には見えたのだ。 
 そのうちに、やっと帰っても良いということになって、「米でも酒でも、いろんな食料をたくさ
ん舟に積みなさい」と、殿様が言うので、足軽たちが舟に米やお酒を運んで来て、舟いっぱいに
積んだ。そして、舟を飛ぶように走らせて家に帰ってきて、見ると、育てていた子熊は檻を壊し
ていなくなっていた。 
「育てていた子熊はどうした？ どこへ行った」と言うと、妻は、 
「ご馳走を上げていたのですが、ある日、檻を破って山のほうに行ったきり、戻ってくる様子が
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 ありません」と言うと、長者は食事もとらず、横座に身を投げ出して、時の立つのも忘れて呆然
と過ごしていた。その一方で妻のほうは、おいしいご馳走を作って食べ続ているのが見えた。 
 そこで私は長者に夢を見せた。妻が子熊のカムイに食事も与えず、自分だけおいしいご馳走を
食べ続けて、子熊が骨と皮だけになったのだ。檻の中で死んだら、悪い母親がほっとするだろう
と思ったので、ある日檻を破って山に走って行ったのだ。そこへ、山の上からザゼンソウが食べ
たくて、人間の村の方へ下りてきた私と出くわした。山を下りてきた私の方へやってきたので、
栗のおばさんのところへ連れて行って相談したのだが、今年はとりわけ実の入りが悪いので、大
食いのものを泊めることはできないと言うので、ナラの木のおばさんのところへ連れて行った。
ふた晩三晩なら泊めてもいいよと言うので、そこに預けて戻って来たのだ。 
 という夢を見せたところ、飯も食わずに横になっていたので、骨ばかり皮ばかりになっていた
長者が、夢に見たことを不審に思って起き上がり、妻に問いただした。 
「こうこうこういうわけで、育てた子熊に食事をさせず、もう死にそうになったところで山に逃
げて行ったという夢を私は見たのだが、それは嘘か、本当のことか？」と言いながら、髪の毛を
手に巻き付けて、梁にドスンバキンと叩きつけた。すると妻は、 
「私のした悪いことを言わずに殺されるのは不本意ですので、申し上げます。旦那様とふたりで
食事をしていた時には、おいしいご馳走ばかり食べていたのですが、子熊のカムイを育てるよう
になってからは、旦那様は子熊のカムイばかりにいいところを選んで食べさせ、腹立たしく思っ
ていたのです。旦那様が交易に行ったので、その後私は料理して思う存分食べ、骨や皮だけを檻
に投げつけていましたが、子熊は頭を隠しお尻を隠して丸くなって寝てばかりいました。そのう
ち、檻を壊して山へ逃げて行ってしまいました。私のしたことは悪いことでしたので、もはや殺
されることになると思いますので、その前に告白いたします」 
 と、妻は言った。 
（長者の語り） 
そこで私は妻を叩きつけ、ぐったりしたので家の外に放り出した。それから二、三日の間、料
理を作って食べ、体力がついてきたので、ナラの木のおばさんを探しに山へ行った。ナラの木の
おばさんを見つけると、そこに育てたカムイがいて、私のところに跳んできた。私も跳びついて、
ふたりで抱き合って転がりながら、再会を喜んだ。そして、子熊を連れて私は山を下りた。 
 それからまたおいしい食材ばかり選んで、料理して食べさせた。妻は生きていて、村の下はず
れの崩れかけた家に、自分の体を引きずって行って私の前から姿を消した。その後、下手のほう
に行くことがあったが探しもせず、わが育てのカムイを大事にして、おいしいご馳走を食べさせ
ので、栄養失調になっていたのも治り、肉もついて太ってきて、もはやカムイの世界に行くとき
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 がやってきた。そこで酒をかもして村人たちを招き、村人たちが集まってイナウ（木幣）にする
木を切って来たり、イナウを削ったりし、お酒ができたので酒を漉し、シト（米の団子）を作っ
て、わが育ての子熊のカムイの霊送りを行ったのである。 
「母のもと、父のもとに着いたならば、一緒に御馳走をお召し上がりなさい」と言いながら、カ
リピンキ（ガマで織った鞄状の入れ物）にはち切れんばかりに、シトも作って入れ、串に刺した
シトもたくさん作って背負わせた。魚も肉もたくさん背負わせて送ったのだった。 
 私はそんな長者であったのでその話を物語ったのだと、本当の長者が語った。 
 
解説 
 この N92 と N93 は、hunnahore と kotruweanna というふたつの sakehe「折り返しの句」を
持つ神謡だが、少なくとも下記のように出だしの部分を見る限り、同じ話だとは到底思えない表
現になっている。 
 
N92 
          kotankornispa 村長で 
         ip a=ne ki wa 私はあり 
hunnahore  ekimne=an kor 山へ行くと 
          yuk cikoykip 鹿や 
hunnahore  kamuy cikoykip 熊を 
hunnahore  a=eawnarura. 獲って来た。 
 
N93 
hunnahore ip a=kor aynu 私のお父さんは 
hunnahore i=pirkaresu 私を大事に育て 
 i=tomteresu 立派に育てて 
hunnahore u an=an awa くれていたが 
hunnahore sineanpeta ある時 
hunnahore ene itak h_i こう言った。 
 
 しかし、全体を通して見ると、このふたつは紛れもなく同一の話であり、別バージョンという
わけでもなく、ただ同じ話のパフォーマンスであって、それぞれの語り方が大きく異なるという
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 ことなのである。その違いのもとになっている大きな理由のひとつは、視点の転換にある。神謡
をはじめ、アイヌの物語文学の大半は、登場人物の誰かに視点をおいて、その視点から物語を進
める形式をとる。この視点がおかれた登場人物を「叙述者」と呼ぶことにする。 
 N92 と N93 の違いは、まさにこの叙述者が誰か、つまりどこに視点がおかれて語られているの
かの違いだということができる。N92 の冒頭部は人間の長者が叙述者であり、N93 は子熊が叙述
者であって、まったく別の話のように思えるのだが、実は同じ出来事をそれぞれ別の視点から語
っていることによる違いなのである。 
 口承文芸、特に物語というのは、一字一句をそのまま丸暗記して語り伝えられるものではない
ということは、Parry & Lord (1960)以来、口承文芸研究の常識とされていることであり、アイヌ
の物語文学もその点で異なることはないが、このようにストーリーの展開の仕方そのものが自由
に組み替えられるということは、アイヌ文学の本質を考える上で非常に重要なことである。これ
については、中川（2001）で論じたことであるので、ここでは繰り返さないが、それに加えて本
稿で論じておくべきことがある。 
 口承文芸は一般的にそのオリジナルというものは存在せず、一回一回のパフォーマンスがそれ
ぞれ完結した作品だと考えられている。たとえば、日本昔話の「桃太郎」にしても、一般によく
知られている筋は、文字化され絵本等の形で流布されたことによって、固定化したものであって、
口頭ではいろいろな筋の桃太郎が伝承されていたのであり、そのどれが本当の桃太郎ということ
はできない。 
 そのようなこと自体は広く認証されていることであるが、それでもその伝承相互の関係を論じ
ることはできる。本稿のテキストで言えば、N92 と N93 について、この違いがただ単に自由な変
異形の関係なのか、それとも理由があって生じているのかということである。 
 一つ目の観点として、sakehe の問題がある。上述のように、この話の sakehe は hunnahore
と kotruweanna のふたつで、その使い分けは、どうやら叙述者の交替と関係しているらしいこと
は、N93 の途中で、白沢氏が次のように言っていることからもうかがえる。 
 
「kotruweanna でない。こんど何だっけ？ 後さ戻る。kotruwe はババもう終わった。山の神
様、ババもう終わったんだ」 
 
 ここでババと言っているのは、母熊を指すと思われるので、kotruweanna は母熊の自叙の際に
用いられるものであることがわかる。そして、N93 においては基本的に子熊の自叙の際は
hunnahore、母熊の自叙の際には kotruweanna と語り分けようとしていることが見て取れる。最
－ 160 －
 後のほうは hunnahore と言うはずのところを kotruweanna で語ってしまい、途中で気がついて
hunnahore に戻そうとするところが二度ほどあり、いささかごちゃごちゃになっているが、それ
でも子熊の自叙の際は hunnahore という意識があることは、テキストからでも読み取れる。 
 一方、N92 のほうは、人間の長者を加えて叙述者が 3 人おり、sakahe はふたつなので、sakehe
と叙述者が一対一になっていない。実際、冒頭の長者の自叙では hunnahore で始まり、子熊の自
叙に移っても sakehe はそのままである。そして母熊の自叙になったところで kotruweanna に切
り替わる。その後、叙述者自体が母熊と長者の間でゆれ、叙述者が複雑に交替するが、sakehe は
一貫して kotruweanna である。つまり、叙述者と sakehe の交替は連動していない。 
 二つ目の問題は、これに関連したことだが、N92 では叙述者が複雑に交替するため、語りの視
点がどこに置かれているのか、時として不明確な部分があることである。すでに述べたように、
アイヌの物語は登場人物の誰かの視点から話を進めることになっているが、この話では、長者が
和人の国に交易に行っている場面を、母熊が千里眼で見通すという形で叙述している。N93 では
それがきちんと貫かれており、長者は一貫して三人称におかれている。 
 一方、N92 では母熊が千里眼で見た情景を描いているにも関わらず、長者は三人称になったり
四人称（叙述者の人称）になったりしている。次の場面では、長者が三人称から四人称に切り替
わっているのだが、その途中で、誰を指しているのか定かでない四人称の文が現れる。 
 
 kusa wa arpa p opitta sinep ka  （長者が）運んで行ったものを一つも 
 tekehe kere ka somo ki no （長者の）手を触れさせもせずに 
 a=yanke ruwe ne. 荷揚げされた。 
kotruweanna <na> ... a=yanke ruwe ne. 荷揚げされた。 
 enuki awa すると 
 i=teksam apkas その傍らを歩いて 
kotruweanna u yan ki awa 上がると 
 kamuy tono or_ ta  殿様のところに 
 a=sikehe opitta ahupte ruwe ne. 私の荷を全部運び込んだ。 
 
 a=yanke を「私が荷揚げした」と考えると、この「私」は長者でも、もちろん母熊でもないの
で、残る登場人物は和人たちだが、ここで、いわば「モブキャラ」である和人に視点を移す必然
性は全くないので、するとこの a=は「不定人称」であり、「荷揚げされた」と訳すことになる（本
文でもそのように訳してある）。しかし、その後の i=teksam apkas／u yan ki awa になると、この i=
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 を不定人称ととるのはいささか難しい。和人たちにつきしたがって歩いていったということであ
れば、teksama ta apkas と三人称にしてしかるべきところである。あるいは本文註で記したように、
ここでは teksam を後置副詞として扱っているのかもしれない。いずれにせよ、i=が何を指すかは
不明である。 
 このような混乱は、おそらく、この話で視点を置く必要のなかった人間の長者を、叙述者のひ
とりに加えてしまったことにあると思われる。なまじ長者の視点から物語を始めてしまったため
に、母熊の視点から叙述するはずの部分まで長者が顔を出してしまい、そのために視点がゆれて
不明瞭な文章になってしまっているのではないかと思われる。 
 三つ目として、これも上記二つに深く関連するのだが、そもそもこれは神謡なので、カムイの
自叙による展開が通常の形式である。N92 のような始まり方と終わり方は、むしろ散文説話に近
い。白沢氏は散文説話についてもすぐれた話者であるので、この話を散文説話に近い形で語り出
してしまった可能性もある。だとすれば、それでもきちんと神謡の節に乗せて展開できるという
ところが優れた語り手である所以だが、いずれにせよ、N92 と N93 の間には１年半近くの時間が
ある。N92 を語った後、白沢氏が同じ話をさらに他の人に語っているかどうかは不明だが、その
間に神謡としての形式を整え、叙述者を整理し直して語られたのがN93ではなかろうかと考える。 
 つまり、N92 と N93 は自由な変異形で、どちらで語ってもよいという関係ではなく、久しぶり
に語ったために、散文説話のスタイルなども入っていささか混乱した形での語りとなった N92 に
対して、神謡としての形に整え直して語ったのが、N93 ということではないかと思われる。 
 この叙述者の交替と、それによる全体の構成の相違以外にも、両者の間には内容上違う点があ
る。その中で最も大きいのが、長者の妻の運命である。N92 では、妻は殺されずに村の下端の崩
れかけた家で、長者と再び会うことも無くひっそりと暮らすことになっているが、N93 では殺さ
れて家の外に投げ捨てられ、その後言及されることはない。 
 この話の類話としては久保寺（1977）神謡 7, 8, 9 の 3 話があるが、7 では虐待するのは母親（長
者の妻）であり、しかも居候（iorunkur）と不倫までしており、最後には居候ともども夫に殺さ
れる。8 では母親は最初からおらず、虐待するのは召使いたち（ussiw utar）であり、これも最後
に主人に殺される。9 では母親は病気で臥せっており、召使いたちが子熊を虐待するが、発覚後
の召使たちの運命は特に描かれていない。また、ほぼ同じような展開で、白沢氏自身が子熊では
なく狼の子供を主人公にした散文説話を語っている（N8712041KY、中川 2006）。この話でも夫
が交易に行った後、その妻に虐待されて狼の子供が逃げ出し、最後にことが発覚して、妻は髪の
毛をつかまれ、梁や床に叩きつけられて殺される。 
 このような類話からすると、子熊を虐待した妻が殺される N93 の展開のほうが、より類型に沿
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 った形であると考えられる。ただし、そのような類型から外れた N92 のような展開が、たまたま
その場の思いつきで語られたのではなく、そういう展開の仕方をする流れの話もあったのだとい
うことも考えられる。そういった展開の話についても、今後探っていく必要があるであろう。 
 もうひとつ注意を惹くのが、最後の霊送りの場面の描写である。N92、N93 ともども比較的詳
しい描写になっていて、その点で興味深いものだが、取り上げられている状況がそれぞれ違う。
N92 では、karipinki という、ござの縁を閉じ合わせて作った袋に sito「米の団子」をいっぱいに
入れ、また sito を串に通してひとまとめにしたものを、土産として子熊に持たせることが描写さ
れている。N93 ではその部分が無い代わり、子熊に綱をつけて引き回し、子供たちが花矢を射た
あげく、tuskotni という杭につなぎ、育てた人間の父がとどめの矢を射、そして irekutnumpani
という丸太の間に首を挟んで絞めるという描写がなされている。これらはこれまで一般に熊の霊
送りの次第として記述されていることと寸分たがわないが、物語の中でこのように具体的に描写
されているものは多くない。その意味で大変貴重なテキストである。 
 この描写の違いは、おそらく前述の長者の妻の運命の場合とは違い、Parry&Lord(1960)で言う
theme「主題」として「熊の霊送り」というのが要求されているだけで、その中身をどのように
語るかはその時の自由なのだろうと考えられる。このあたりのことについては、中川（1997）第
四章で簡単に説明しているので、参照願いたい。 
 
 
テキストの表記法について 
 
 アイヌ語テキストの表記中、=（イコール）は、その前あるいはその後にあるものが人称接辞で
あることを示す。_（アンダーバー）を付したものは、その前の音素が交替して別の音素になって
いることを示す。例えば、an w_a → an ma。h_i や y_ak のような例では、h や y が脱落する
ことを示す。... とあるのは、単なるポーズ、言いよどみを表すのではなく、その後で明らかに別
の語句に言い直したと思われる場合に付す。その際、*re ... などのように*を添えたものは、単
語が言いさしになって、不完全な形で終わっていることを示す。なお、こうした言いさし・言い
よどみは、それを示しておかないと、どこまでを言い直しているのか判断がつかなくなるような
場合にのみ示してある。<ne>のように< >で示したのは、佐藤知己氏が「有音休止」と呼んでい
るものであり、おもに発話の最後の音節を繰り返す形で、次の発話までの間をとる語用上の形式
である。 
 また本テキストは基本的に韻文で語られており、韻文部分は、メロディ上のひと区切りを 1 行
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 として表示してある。この 1 行のまとまりは、基本的に 5 音節ないし 4 音節で構成されるが、そ
れより短いばあいも長い場合もある。長い場合には、少しメロディを引き延ばして、やや早口で
その中に詰め込むことが多いが、それが表記上 2 行以上に及んだ場合は、2 行目以下は１字下げ
して示す。u (y) an のように( )に入れたものは、韻文上で音としては発音されているが、音素とは
認定できないものを表す。 
 註は各ページごとに脚註の形で示した。脚註等における N8808291FN のような記号は、私の採
録した資料の整理番号である。N(白沢ナベ）88（1988 年）08（8 月）29（29 日に録音した）1
（1 本目のテープに収録されている）ことを示す。FN はフィールドノートの意味で、録音全体を
聞き起したものを指す。また KY は神謡（kamuyyukar）のテキストであることを指す。 
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 N9204191KY 本文 
 
 kotankornispa 村長で 
 ip a=ne ki wa 私はあり 
hunnahore ekimne=an kor 山へ行くと 
 u yuk cikoykip 鹿や 
hunnahore kamuy cikoykip 熊を 
hunnahore a=eawnarura. 獲って来た。 
hunnahore  <re> a=ante maci 私の妻は 
hunnahore  toyta ki kor 畑仕事をし 
hunnahore  <re> tu pu epuni 二つの倉を建て 
hunnahore re pu epuni 三つの倉を建てて 
hunnahore oka=an awa 暮らしていたが 
hunnahore  sineanpata ある時 
hunnahore ekimne=an kusu 私が山へ狩に 
 arpa=an awa 行くと 
hunnahore ponpe tura kamuy 子熊を連れた熊に 
 a=tomot ki ki na 出会った。 
hunnahore  <re> otu sanaske 二度手を 
 ore sanaske 三度手を 
 a=koterkere na1. 上下させ、拝礼した。 
hunnahore <re> “i=komarattone 「私のところへお客に 
 enuki ki wa 来て 
 i=korpare yan.” ください」と 
 itak=an ki kor 言いながら 
 tu onkami toy 何度も礼拝を 
 a=ukakuste na. 重ねた。 
                                                  
1 otusanaske oresanaske a=koterkere：礼拝の際には、まず両手の平を何度かこすりあわせ、それか
ら両手の平を上に向けて、ゆっくり上下させる。これを onkami と言い、男性の挨拶である。儀礼
の席ではない通常の軽い挨拶では、手の平をこすりあわせる動作は省かれることが多い。 
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 hunnahore u ki a korka けれども 
hunnahore arpa wa isam. （熊は）行ってしまった。 
hunnahore kor a ponpe その子供を 
 i=kohoppa wa 私に残して 
 arpa wa isam. 行ってしまった。 
hunnahore ponpe ne korka 子供ではあるが 
hunnahore a=omap ki ki kor 私は可愛がって 
hunnahore  a=kay wa san=an. 抱いて山を下りた。 
hunnahore orowano a=pirkaresu それから立派に育て 
hunnahore a=tomteresu. 大事に育てた。 
hunnahore aep anakne 食べるものは 
 cepkoyki=an kor 魚を捕ると 
 pirka cep patek 良い魚ばかり 
 a=yaokuta wa 水揚げして 
 a=rura kuni p 運んでくるように 
 u ne p ne kusu したので 
 a=ere awa （それを）食べさせて 
hunnahore pirka aep patek 良い食べ物ばかりを 
 a=ere kuni p 食べさせるように 
 u ne p ne kusu したので 
hunnahore （電話によって中断）  
 pirka aep  良い食べ物を 
 a=ere kuni p 食べさせるように 
 u ne p ne kusu したので 
 poro wa tunas すぐに大きくなった。 
hunnahore enuki ki wa そこで 
hunnahore poro set a=kar wa 大きな檻を作って 
hunnahore set or a=omare 檻の中に入れて 
hunnahore  <re> a=reska ki na. 育てたのだ。 
hunnahore tane anakne そして今や 
hunnahore u yuk cihoki 鹿の毛皮 
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  kamuy cihoki 熊の毛皮が 
 ukaosma na. たまったので、 
hunnahore "tane anakne 「もはや 
 a=kor … a=resu kamuy 私の育てた熊が 
 u arpa usi （カムイの世界に）行く時が 
 u hanke kusu 近づいたので 
 cihoki a=eyyok wa 毛皮を売って 
 ek=an kusu ne na. 来るからな。 
hunnahore a=ipere siri 私が（子熊に）食事させている様子を 
 e=nukar kuni p お前は見ているはずの 
 a=resu kamuy 育てた熊 
 ne ruwe ne na. であるのだから 
hunnahore pirka e=resu 大事に育てる 
 u ki nankor_ na." のだよ」と 
 itak ki ki kor2 言いながら 
 ante maci 妻に 
 koytakmuye 言いおいた。 
 orowakayki それから 
 i=hekota hosari ki wa 私の方を向いて 
 i=koytakmuye 私に言い残したことは 
 ene oka hi このようである。 
 “kamuy e=ne na. あなたはカムイですから 
 pirka yayepunkine 良く自分のことを護って 
 e=ki nankor_ na.” ください」と 
 itak ki ki kor 言いながら 
 “a=atcikiri3 「私は片足を… 
 a=epotara kuni p 心配 
 u ne p ne kusu なので 
                                                  
2 itak ki ki kor：ここまでは人間の長者が叙述者であったはずなのだが、長者の行動がここから 3
人称になっており、叙述者が子熊のほうに移動していることがわかる。 
3 a=atcikiri：これは次の文にはつながっておらず、3 行下で言い直している。 
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  a=atcikiri 私は片足を 
 an=orepusi 沖につけ 
 a=atcikiri 片足を 
 an=oyausi4 岸につける 
 semkoraci かのように 
 terke cipo 舟を跳ねさせ 
 hopuni cipo5 舟を飛ばし 
 a=ki ki ki wa そして 
 tunas no yan=an  急いで帰ってくる 
 kuni p ne ruwe ne na. つもりですよ。 
 pirka yayepunkine 良く自分を守って 
 e=ki nankor_ na.” くださいな」と 
 i=koytakmuye 私に言いおいた。 
 orowakayki そして 
 episne cep ...  浜にある 
 cip or un kamuy cihoki 舟に熊の毛皮 
 yuk cihoki 鹿の毛皮を 
 rura ki na. 運んで 
 cip esikte 舟をいっぱいにして 
hunnahore  repun w_a arpa. 沖に漕ぎだして行った。 
hunnahore akusu okake wano すると、その後 
 a=kor totto 私の母は 
hunnahore iwan at us su6 ６つの弦のついた鍋を 
                                                  
4 a=atcikiri an=orepusi a=atcikiri an=oyausi：an=orepusi は an=「私が」o「～の下端（＝足）を」rep
「沖」usi「～に～をつける」、an=oyausi は an=「私が」o「～の下端を」ya「岸」usi「～に～をつ
ける」。素早く行って帰ってくることを表す常套句。an=は常套句の中に出てくる 4 人称他動詞主
格人称接辞で、そのことから千歳方言などの a=を使う地域でも、古くは an=であったことが考え
られる。白沢氏の他のテキストでは、a=orepusi、a=oyausi の形も出てくる。 
5 terke cipo hopuni cipo：直訳すれば「跳ねる舟漕ぎ、飛びたつ舟漕ぎ」。白沢氏の他の kamuyyukar
では hoyupu cipo「走る舟漕ぎ」という言い方も出てくる。 
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  hoka tuyka 火の上に 
 eterkere na. かけた。 
hunnahore pirka aep 良い食べ物を 
hunnahore yaokuta wa7… 上げて… 
hunnahore raokuta wa （鍋の中に）ぶちまけて 
 su or esikte 鍋をいっぱいにした。 
hunnahore su noski 鍋の真ん中が 
 punas punas 盛り上がり盛り上がり 
hunnahore enuki awa すると 
 yanke ki wa 鍋から上げて 
 yanke a yanke a ci usike  次々に上げて、煮えたところを 
  yanke a yanke a wa 上げて上げて 
hunnahore i=hekota no 私のほうを向いて 
 an ki ki wa そして 
 e a e a がつがつ食べた。 
 i=kopasirota 私をののしる 
 enuki hawe 言葉は 
 ene oka hi このようであった。 
 "taan wen kamuy 「この悪い熊 
 sirun wen kamuy 腐れ熊が 
 u an kus tapne いるせいで、こんなふうに 
 u pirka aep おいしい食べ物を 
                                                                                                                                      
6 iwan at us su：直訳して「6 つの弦のついた鍋」としたが、白沢氏のイメージでは、穴の開いて
いるところが 6 か所で、3 本の弦がそこに結び付けられているということのようである。 
「（中川）イワン アトゥㇱ スっていうのは、かけるところが 6 つもついてるってことなの？ 
（白沢）っていうこというけども、そんな iwan at もついていたら、どうやってかけれるものか
なって、ここはおおげさな話だと思うんだ。 
（中川）つまりそれぐらいでっかい鍋っていうことだね。 
（白沢）でっかい鍋っていうようなお言葉だと思って。どこに見たことないもの。iwan at us su っ
たら６つもついて、弦 3 つもついているっていう話だもの。穴開いているっていうなら、またわ
かるけども。at us っていうから私はそれおかしいと思っていた。 
（中川）ひとつついてりゃ十分だもんね。 
（白沢）んだ（笑）」（N8808291FN） 
7 yaokuta wa：yaokuta は「岸に上げる」ことで、言い間違い。次の行で raokuta と言い直している。 
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  a=e pokayki 食べることさえ 
 rakas8 ka ki na ままならなかった。 
hunnahore  <re> tanepo poka やっと 
 pirka usi おいしいところを 
 a=e ruwe ne" 食べられる」と 
 itak ki ki kor 言いながら 
         i=kopasirota. 私を罵倒した。 
hunnahore  <re> cep kap ne pekor 魚の皮のような 
 pone ne pekor 骨のような 
 oka usikehe ところを 
 i=kocarikar 私にぶちまける 
hunnahore  ki p ne korka けれども 
 <ka> a=e ka ruska 食べるのも腹立たしい 
 u ki p ne kusu ので 
 a=osorun kuni 尻を隠すように 
 a=sapaun kuni 頭を隠すように 
 a=yaykoseske 自分の体を丸めて 
 hemuymuye=an ふて寝して 
 u (y) an=an awa いると 
hunnahore  tane anakne もはや 
 ipene kamuy9 食欲のカムイが 
 i=noye noyne 私をよじるような 
 u humas ki na. 気がしてきた。 
hunnahore tane anakne 今になって 
hunnahore  a=i=kocari kuni p 私に投げつけられたものを 
 a=yaykokemkem 自分の体ごとなめた 
                                                  
8 rakas：金成マツ（1959）p.73 に「rakashkar『不自由する』『ままにならぬ』」とあるものと同じ
意味だと思われる。 
9 ipene kamuy：『千歳方言辞典』では「空腹の神」としたが、ipe「食べ物」ne「～である」kamuy
「カムイ」という語源からは、「食欲」としたほうがよいかもしれないということで改めた。この
ように、自分の意思と無関係に自分の中に起こる感情や感覚を、カムイのもたらすものとする考
え方は、アイヌの伝統的な世界観の中によく見られるものである。 
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  u ki korkayki けれども 
 a=setkokemkem 檻ごとなめた 
 u ki korkayki けれども 
 <ki> nep rakaha10 何の腹の足しにも 
 oma humi ka なる感じも 
 isam ruwe ne. しない。 
 a=kor a=onaha 私の父が 
 yan siri ka 戻ってくる様子も 
 isam ruwe ne. ない。 
 irampiskire 数えて 
 a=ki ki awa みると 
 tane anakne <ne> もう 
 sine cup konin11 ひと月過ぎたが 
 u yan siri ka 戻って来る様子が 
 isam ruwe ne. 無い。 
hunnahore tu cup konin ふた月過ぎても 
 yan siri ka 戻ってくる様子が 
 oarar isam まったく無い。 
 neun iki wa どうしてしまった 
 u ne nankor y_a のだろうか 
 a=erampewtek na. わからない。 
hunnahore a=onaha yan w_a ne yak 父が戻って来たなら 
 siknu kuni p a=ne sekor  私は生き延びられるのだがと 
  yaynu=an kor an=an a korka <ka> 思いながらいたが 
 tane anakne もはや 
 a=sittokkuri 私のひじは 
 utasa kane がくがくと交叉し 
 a=kokkakuri 私のひざも 
                                                  
10 rakaha：raka は「実り」「利益」「甲斐」などと訳される。通常否定的な表現で使われる。 
11 konin：konin はもともと「減る」という意味らしいが、時間が「減る」ということから、「月日
が経つ」という意味で使われる。 
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          utasa kane12 がくがく交叉して 
         pone takupi 骨ばかり 
         kap takupi 皮ばかりを 
         kokarkarse13 wa 身にまとって 
         an=an korka いるようになったけれど 
hunnahore yan siri ka （父が）戻ってくる様子は 
         oarar isam まったく無い。 
         tane anakne set or_ ta e=an14 w_a このまま檻の中にいて 
         e=ray wa ne yak お前が死んでしまったら 
         e=wenunuhu お前の悪い母親が 
hunnahore <re> cikoehese ほっと息を 
         i=ekarkar_ na. つくだろう。 
         neun ka tuyma no e=arpa wa  どこか遠いところへ行って 
         e=ray ponehe お前の死んだ骨 
         e=ray kapuhu お前の死んだ皮を 
         e=wenunuhu 悪い母親が 
         nukar somo ki 見ないように 
         ki wa ne yakne したならば 
         <ne> a=yaykotomka15 私にふさわしい（死に方だ）と 
         yaynu=an kusu 思ったので 
         sineantota ある日 
hunnahore set a=caktektek wa 檻をばりばりと破って 
         soyosma=an w_a 外に飛び出し 
         ar ekimne まっすぐ山の方へ 
         hoyupu=an na. 走っていった。 
                                                  
12 a=sittokkuri utasa kane a=kokkakuri utasa kane：sittok「肘」kur-i「の影」utasa「交差する」kane
「しながら」、kokka「膝」kur-i「の影」utasa「交差する」kane「しながら」ということで、足の
関節に力が入らずに、がくがくと曲がってしまうことを表している。 
13 kokarkarse：kokarkarse だと通常は「～と一緒に転がる」という意味になるが、ここでは kokarkari
「～で包む、巻きつける」というつもりだったのではないかと思われる。 
14 e=an：自問自答してる場面では、このように 2 人称 e=で自分を指すことがある。 
15 a=yaykotomka：ここでもとの 4 人称に戻っている。 
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 hunnahore tuymano e=arpa wa お前が遠くへ行って 
         e=ray wa ne yak 死んだならば 
         e=yaykotomka お前にふさわしいと 
         yaynu=an kusu 思ったので 
         ear ekimne ひたすら山をめざして 
         hoyupu=an a korka 走ったけれど 
hunnahore a=sittokkuri 肘が 
 a=kokkakuri 膝が 
         utasa kuni p がくがくする 
         u ne p ne kusu ものだから 
         sirosma=an na. 地面に倒れる。 
hunnahore sirosma=an kor 倒れたら 
         sirosma=an usi ta 倒れたところで 
         hokehoke=an 足をばたつかせ 
         hopayepaye 身もだえ 
         a=ki ki ki kor しながら 
         ip a=kor ona 私の父を 
         aynu a=onaha 人間の父を 
         a=hotuyekar_ na 私は呼んだ。 
hunnahore yak a=ramu16. neno e=an w_a  つもりだった。このままここにいて 
          e=ray wa ne yak 死んだならば 
hunnahore e=wenunuhu お前の悪い母親が 
         e=ray kapuhu お前の死んだ皮 
         e=ray ponehe お前の死んだ骨を 
         nukar ki ki wa 見て 
                                                  
16 yak a=ramu：「～と私は思った」。N93 ではこの部分が、hotuypa=an kor／enune ki kor／pewrep haw 
a=ki／a=ruska kusu「叫び声を上げると／そうすると／子熊の声が出るのを／腹立たしく思い」と
なっている。そこから考えると、この yak a=ramu というのは、「人間の言葉で父親の名前を呼んだ
と思った。けれど、子熊の鳴き声しか出なかった」ということを、表そうとしたものだろう。 
 
－ 172 － － 173 －
          cikoehese ほっと胸を 
         i=ekarkar_ na. なでおろすだろう。 
         yaynu=an kusu そう思ったので、 
         hopuntektek=an がばっと起き上がり 
         ear ekimne ひたすら山を目指して 
         arpa=an ki na. 行ったのだ。 
hunnahore   
（ここから散文） 
sekor_ ne kor kamuy unuhu,  というところで、熊の母親 
oyak ta terke.17 kamuy unuhu こんど isoytak. 別のところに跳んで、熊の母親が語る。 
（ここから韻文。sakeha が kotruweanna に変わる） 
kotruweanna u topenkina18 ザゼンソウを 
kotruweanna a=e rusuy kusu 食べたいので 
kotruweanna aynu kotan 人間の村 
kotruweanna kotan teksama 村の近くに 
kotruweanna a=eot ki ki wa 私は赴いて 
           san=an ki na. 山を下りて行った。 
kotruweanna san=an ayne 下りて行くと 
kotruweanna <na> ko nep hawehe 何かの声が 
kotruweanna a=puymokpare19? 耳をくすぐる。 
                                                  
17 oyak ta terke：場面が変わり、叙述者が交替することを表す表現。知里幸恵（1923）「兎が自ら
歌った謡」でも、弟兎から兄兎に叙述者が交替するところで、この表現が用いられている。 
18 topenkina：他地方では、sikerpekina とも kamuykina ともいうもので、知里（1954）および
更科・更科（1976）では「ザゼンソウ」、萩中他（1992）では「ヒメザゼンソウ」となっている
ものと同じものを指していると思われるが、どちらに相当するのかは不明。ここではとりあえず
「ザゼンソウ」と訳しておく。浦河地方あたりで言うらしい kamuykina という名称は、知里、更
科・更科とも「熊が食べる草」と解している。 
19 a=puymokpare：語義不明だが、puy「（耳の）穴」mokpa（不明）-re（使役）と分解でき、mokpa
は単独では例が無いが、mokmoki の語根√mok に複数接辞の-pa のついた形と見るならば、mokmoki
について白沢氏は次のように説明している。 
「（白沢）くちくち語るのが mokmoki。 
（中川）くちくち何を？ どういうことを？ 
（白沢）くちくち、なにか女の人旦那に焼もちかなんかやく。ってもう腹立ちまくってどうもな
らんから、叩かれてでももみもみがはらしたいと思って、やるもんだとさ。くちくちいうもんだ
とさ」（N9306042FN） 
－ 174 －
 kotruweanna <na> inupirkare 耳をそばだて 
kotruweanna ip a=ki ki kor ながら 
kotruweanna san=an ayne 山を下りて行くと 
kotruweanna somo ka suy kusu まさかそんなものを 
kotruweanna inkar=an kuni 見るとは 
           a=ramu rok pe 思わなかったもの 
kotruweanna <na> irammakaka きれいな 
kotruweanna kamuy ponpe 子熊が 
kotruweanna cis kor ek hawehe 泣きながらやってくる声が 
           a=nu katuhu 聞こえた。 
kotruweanna kikir haw ne  （それが）虫の鳴くような声に 
           a=nu ruwe ne. 聞こえていた 
           ne rokokay のであった。 
kotruweanna tapanpe kusu そこで 
           iokunure 私は 
           a=ki ki ki wa 驚いて 
           a=astustekka20 立ちつくして考えた。 
kotruweanna makanak ta ne awa いったいなんで 
kotruweanna neun iki ponpe どういうことで子熊が 
kotruweanna ek katuhu やって来た 
           u ne nankor y_a. のであろうかと 
kotruweanna yaynu=an kusu 思ったので 
kotruweanna a=castustekka 立ちつくして 
kotruweanna a=yaykotuyma 思いを 
           siramsuye wa めぐらせて 
           inu=an awa みると 
                                                                                                                                      
 ここから考えて、puymokpare は耳元でぐちぐちとぐちるような声がすることを指すのではない
かと思われる。 
20 a=astustekka：6行下に同じ意味で a=castustekka という形が現れる。沙流方言でも幌別方言でも、
この c(i)astustekka という形で使われるのが一般的だが、白沢氏は時折、この astustekka という形も
使う。しかも他動詞として使ったり自動詞として使ったりする。castustekka の形では一貫して他
動詞のようである。 
－ 174 － － 175 －
 kotruweanna teeta kane21 以前 
kotruweanna aynu nispa 人間の長者が 
           ekimne kusu 狩をしに 
           kim ta ek wa 山にやってきて 
kotruweanna a=tomot ki awa 私とであった時 
kotruweanna i=eham hawe 私を家に招くと 
           taknatara 述べながら 
kotruweanna tu onkami toy ふたつの礼拝 
           re onkami toy みっつの礼拝を 
           ukakuspare 重ねた 
kotruweanna ki p ne korka けれど 
kotruweanna <na> yaynunuke 私は自分の身が惜し 
           a=ki ki ki wa かったので 
           kira=an ki na. 私は逃げ出した。 
kotruweanna a=tura ponpe 連れていた子熊を 
           a=kohoppa ki wa 彼に残して 
           kira=an ki na. 去ったのだ。 
kotruweanna nea katu そのことを 
           *a=yaykotuyma22… 私は思い… 
           a=eramusikarun 思い出した。 
kotruweanna <na> ki wa ne yakun そういうことなら 
kotruweanna a=rawkotapu 私は（子熊を）抱きかかえ 
           a=esikari wa 抱きしめて 
           a=ciskar noyne 泣きたいと 
           yaynu=an korka 思ったのだが 
kotruweanna aynu hura 人間の 
           rak ki kuni 匂いがするものに 
                                                  
21 teeta kane：「昔」と訳すのが普通だが、通常の熊の霊送りの慣習から言えば、この母熊が子熊
を人間の長者の元に置いて行ったのは 1 年ほど前の話であるはずである。そこでここでは「以前」
と訳している。 
22 a=yaykotuyma：言い差して、次に言い換えている。 
－ 176 －
            a=uk anakne 接することは 
           eaykap23. a=eyaynunuke できない。そうするわけにはいかない。 
kotruweanna tapanpe kusu それなので 
kotruweanna <na> a=siren ki ki wa 私は（子熊を）連れて 
kotruweanna yamni unarpe 栗の木のおばさんの 
kotruweanna oro ta a=tura. ところに連れて行った。 
kotruweanna “yamni unarpe 「栗の木のおばさん、 
kotruweanna tapan ponpe この子熊を 
           tu ancikar_ re ancikar ふた晩、三晩 
           eham ki ki wa 預かって 
           i=korpare yan.” ください」と 
           itak=an awa 言うと 
kotruweanna <na> “tanpa maskin 「今年はいつになく 
           haru kokapar24 実の成りが悪い 
           ip a=ki ki ru こと 
           ki na.” なのだ」と 
kotruweanna itak wa kusu 言ったので 
kotruweanna tunni unarpe25 柏の木のおばさんの 
kotruweanna oro ta a=tura ところに連れて行った。 
kotruweanna tunni unarpe 柏の木のおばさんに 
           a=koramkor ki na. 相談した。 
kotruweanna “tu ancikar_ re ancikar_  「ふた晩、三晩 
            ne hawe ne yakun という話なら 
           un=eham26 w_a  私のところに泊まって 
                                                  
23 aynu hura rak ki kuni a=uk anakne eaykap：人間と接触したものは人間の匂いがつくことになる。
するとそのままではカムイとして生活することができなくなるので、いったん人間に霊送りをし
てもらい、その肉体から解放してもらう必要が生じる。 
24 haru kokapar：haru「食料」ko-「～に対して、～とともに」kapar「薄い」。ko-の解釈が難しい
が、食料が十分でないという表現であることは確かである。 
25 tunni unarpe：ここでは tunni「柏」と言っているが、後のほうでは pero「ナラ」に変わってい
る。N93 では一貫して pero であるので、ここの部分だけ言い誤ったものと思われる。 
－ 176 － － 177 －
            ne wa ne yakka も 
           pirka hawe ne.” いいよ」と 
kotruweanna itak ki ki na. 言うので 
kotruweanna oro ta a=hoppa ki wa そこに残して 
kotruweanna a=e rusuy pe 私の食べたいものは 
           topenkina ザゼンソウ 
           kina ne kusu なので 
kotruweanna poronno a=kar ki ki wa たくさん採って 
           poro sikehe 大きな荷に 
           a=ki ki ki wa して 
kotruweanna a=uncise ta27 私の家に 
kotruweanna hosipi=an w_a 戻ってきて 
kotruweanna orowakayki それから 
kotruweanna neun ne wa  どういうわけで 
kotruweanna aynu nispa hosipi katu  人間の長者が戻る様子が 
           isam ruwe an 無いのか 
kotruweanna <na> inkar=an awa 見てみると 
kotruweanna sisam kotan ta （長者は）和人の村に 
           arpa ki wa 行って 
kotruweanna sisam topa ran ki ki ...  和人が大勢下りてきて 
            arpa siri ekari a=nukar28 wa やってくる様子を見えたので 
           sisam topa rap ki ki ...  和人が大勢下りてきて 
            pis ta rap pa. 浜に下りた。 
kotruweanna <na> sanke masar makun masar  浜手の草原、奥の草原 
            masar uturu cip a=koetaye29 wa 草原の間に舟が引き上げられ 
                                                                                                                                      
26 un=eham：ここで un=「私たちに」が使われている理由は不明だが、神謡の中では ci=, =as, =un
といった、日常会話の一人称複数形を、叙述者の人称として用いることがよくあるので、その片
鱗か？ 
27 a=uncise ta：この方言では cise「家」は通常＜場所＞として扱われないので、a=kor cise or ta の
ように、ta「～で」が直接後続することはないが、uncise「～の家」は常に所属形で用いられ、＜
場所＞として扱われるので、a=uncise ta のように ta が直続する。所属形と＜場所＞の関係につい
ては、中川（1984）を参照。 
28 a=nukar：この a=は、その後数行の流れからすると、不定人称ととるべきであろう。 
－ 178 －
            kusa wa arpa p opitta sinep ka  （長者が）運んで行ったものを一つも 
            tekehe kere ka somo ki no （長者の）手を触れさせもせずに 
           a=yanke ruwe ne. 荷揚げされた。 
kotruweanna <na> ... a=yanke ruwe ne. 荷揚げされた。 
           enuki awa すると 
           i=teksam apkas30 その傍らを歩いて 
kotruweanna u yan ki awa 上がると 
           kamuy tono or_ ta  殿様のところに 
            a=sikehe31 opitta ahupte ruwe ne. 私の荷を全部運び込んだ。 
kotruweanna kamuy tono usa cihoki 殿様はいろいろな毛皮を 
           pirasa awa 広げると 
           “kamuy cihoki 「熊の毛皮 
           yuk cihoki 鹿の毛皮 
           pirka cihoki 良い毛皮 
           ne ruwe ne na. であるな。 
kotruweanna aynu ottena32 アイヌのオッテナを 
kotruweanna ふろ kar wa  風呂をわかして 
 ふろ or omare ki yan.” 風呂に入れなさい」 
           sekor okay pe ということを 
           kamuy … kamuytono 殿様が 
           u ye akusu 言うと 
kotruweanna <na> ふろ wakasitaro33 kuni ふろをわかしに 
                                                                                                                                      
29 a=koetaye：舟を引き上げるのは和人のはずなので、この a=は和人を指しているようにも見え
るが、ここで和人に視点が移っていると見るのも難しいので、不定人称ということで、視点はま
だ母熊にあると見ておくことにする。 
30 i=teksam apkas：「解説」でも述べたようにこの i=が何を指すか不明の上に、文法的にも、teksama 
ta apkas のようにしないとおかしなところだが、あるいはここでは teksam を「～の傍らを」の意
味で、後置副詞のように使っているのかもしれない。 
31 a=sikehe：この a=は明らかに長者を指していると考えられる。ここからしばらくの間、長者の
叙述になる。 
32 ottena：江戸時代に松前藩がアイヌの役職名として設定した「乙名」がもとになった語と考え
られる。ただし、物語の中で使われる場合には、そうした役職名を意味することは少なく、和人
からアイヌの成人男子を指す一般名称として使われることが多い。 
33 wakasitaro：日本語の動詞をアイヌ語動詞として用いるための接尾辞として、-taro、-tari などが
－ 178 － － 179 －
  
ふろ wakasitaro ... ふろわかすというアイヌ言葉ないから（笑）。 
（グ）コッルウェアンナ、なんといいますか？ 
（中川）これはサケヘだから、これは意味はないよね。 
 
kotruweanna “ottena ふろ or omare wa 「オッテナを風呂に入れて 
           i=korpare yan.” あげなさい」 
           sekor okay pe ということを 
           kamuytono ye akusu orowano 殿様が言うと 
           ふろ kar kuni 風呂をわかしに 
kotruweanna “ふろ kar ki wa 「風呂をわかして 
kotruweanna ふろ or a=omare akusu  風呂に入れたら 
            a=kor_ casiki or_ ta yanke yan.”  私の座敷に上げなさい」と 
            sekor itak pe ne kusu と（殿様が）言うので、 
kotruweanna kamuytono casikihi ta  殿様の座敷に 
            a=i=yanke ki wa 上げられて 
kotruweanna kamuytono mi wa okay pe  殿様の着物が 
            saokuta wa どさっと出され 
kotruweanna a=i=mire ki na. それを着せられた。 
kotruweanna pirka amip きれいな着物を 
           a=i=mire ki na. 着せられた。 
kotruweanna <na> “sake ne yakka 「お酒も 
           aep ne yakka 料理も 
           a=kor_ てぶる34  私のテーブルに 
            てぶる ka ta pirasa ki yan テーブルの上に並べなさい。 
kotruweanna ottena turano a=ku kusu ne na.” オッテナと一緒に飲むから」 
           itak pe ne kusu と、（殿様が）言うので 
                                                                                                                                      
ある。日本語で言えば「-する」のようなもの。ここでも「沸かす」という日本語動詞の連用形に
-taro をつけてアイヌ語動詞化している。 
34 てぶる：江戸時代の話であるから、料理は御膳に盛られてめいめいの前に出されたものと思う
が、イメージとしては現代のテーブルを囲んだ会食風景が思い浮かべられているようである。 
－ 180 －
 kotruweanna sake ne yakka <ka> お酒も 
           aep ne yakka 料理も 
           てぶる ka a=esikte テーブルの上いっぱいに 
           a=pirasa ki na. 広げられた。 
           a=e ka a=nukar ka eramuskari aep 食べたことも見たこともない料理 
           keraan aep おいしい料理が 
kotruweanna poronno a=sanke. たくさん出された。 
           “poronno ipe poronno ipe” sekor  「たくさん食べろ、たくさん食べろ」と 
            kamuytono hawean kor ipe ka wa 殿様は言いながら、食べているそばから 
           i=koyyomare お酒をつがれ 
           i=ikure na. 飲まされた。 
kotruweanna  
（ここから散文） 
a=i=ikure p ne kusu <su>  お酒を飲まされるので 
tono or_ ta paye=an35 kor  殿様のところへ行って 
“hosipi=an rusuy ruwe ne.” 「家に帰りたいです」 
sekor itak anakne a=eaykap.  と言うこともできなかった。 
kamuytono ramuosma pakno 殿様の気がすむまで 
（ここから韻文） 
           turano oka=an 一緒にい 
           somo ki ki kor ないと 
kotruweanna wen pe ne kusu よろしくないので、 
kotruweanna hosipi rusuy36 korka 帰りたいけれど 
kotruweanna hosipi ka somo ki no  帰れずに 
           tu cup ka re cup ka ふた月も三月も 
kotruweanna hosipi ka somo ki no  家に戻らずに 
           an katuhu a=nukar ki ki na. いる様子を私（母熊）は見た。 
                                                  
35 paye=an：ここがなぜ複数形なのか不明。英雄叙事詩や神謡中の叙述者の複数表示を「自称敬
語」と解釈する説があるが、人間の長者のここでの用例を自称敬語とみなすのは難しいのではな
いか？ 
36 hosipi rusuy：ここから長者は 3 人称になり、叙述者は母熊に戻っている。 
－ 180 － － 181 －
 kotruweanna neun poka ne ayne  どうにかこうにかして 
           “tanepo hosipi yakka pirka.”  「もう帰ってもよい」 
           sekor hawas ki wa という話になって 
kotruweanna “amam ne yakka 「お米やら 
kotruweanna sake ne yakka お酒やら 
kotruweanna usa aepi いろんな食べものを 
           poronno cip or omare ki yan.” たくさん舟に積んであげなさい」と 
kotruweanna kamuytono itak pe ne kusu 殿様が言うので 
           cip or un usa amam usa sake  舟にお米だのお酒だのを 
            asigaru utar_ rura ki wa 足軽たちが運んできて 
kotruweanna cip a=esikte 舟を一杯にした。 
kotruweanna enuki ki wa そして 
kotruweanna terke cipo 跳ねるように舟を漕ぎ 
kotruweanna hopuni cipo 飛ぶように舟を漕ぎ 
kotruweanna eyaytapkurkaoma ki kane 前にのめるようにして 
kotruweanna yan w_a ek wa 上陸して 
           inkar awa 見ると 
kotruweanna resu kamuy set cari wa 育てていた熊は檻を壊して 
           oarar isam 影も形も無い。 
kotruweanna “a=resu kamuy  「私の育てたカムイは 
           neun iki wa neun arpa ya?”  どうして、どこへ行ったんだ？」と 
           itak ki awa 言うと、 
kotruweanna <na> “pirka a=ipere 「おいしい御馳走を食べさせて 
           ki kor an=an awa いたのですが 
kotruweanna sinanpeta ある時 
           sineantota ある日 
kotruweanna set cari wa 檻を壊して 
           ekimne hoyupu 山に走って行き 
           hosipi siri  戻ってくる様子が 
           isam ruwe ne.” ないのです」と 
kotruweanna ante maci itak akusu 妻が答えると 
－ 182 －
 kotruweanna nea nispa ipe ka somo ki no 長者は食事もとらずに 
kotruweanna <na> ape etok37 ta yayosura wa 横座に身を投げ出して 
kotruweanna tane anakne もはや 
kotruweanna tu makan an pe 何が起こっても 
           u tu uturu そのことを 
           oyra oyra38 覚えていないような 
           enuki kane ありさまで 
           u an ki ki na. いた。 
kotruweanna rapokike katkemat anak 一方、妻の方は 
           pirka aep supa ki wa 美味しい御馳走を作って 
           e a e a 食べに食べて 
           kor oka ruwe a=nukar_ ruwe ne. いる様子が見えた。 
kotruweanna tapanpe kusu そこで 
kotruweanna nispa kamuy a=wentarapte. 私は長者に夢を見せた。 
kotruweanna ante maci resu kamuy  その妻が育てていた熊に 
           ipere ka somo ki no  食事もさせないで 
           yaykata pirka aep e a e a 自分ばかりおいしいものを食べて 
kotruweanna <na> pone takupi （子熊は）骨ばかりに 
           u an ruwe ne. なっていた。 
kotruweanna kap takupi an ruwe ne. 皮ばかりになっていた。 
kotruweanna set or_ ta ray wa 檻の中で死んだ 
           ne wa ne yakne ならば 
           ‘a=wenunuhu 『私の悪い母親が 
           i=koehese.’ 安堵の息をつく』と 
           yaynu kusu （子熊は）思ったので 
kotruweanna sineantota ある日 
                                                  
37 ape etok：「横座」。炉の東側の席で、上客の席や儀式の際に使う場所であり、普段はそこには
座らない。 
38 tu makan an pe u tu uturu oyra oyra：正確な意味は不明だが、逐語訳すると「ふたつのどのような
ことも、そのふたつの間を忘れ忘れ」ということになり、前後関係からしても、すべてのことに
関心を失ってしまって、無気力状態になってしまっているさまを表している表現と考えられる。 
－ 182 － － 183 －
 kotruweanna set cari ki wa 檻を壊して 
kotruweanna ekimne hoyupu ruwe ene an h_i ne. 山の方に走って行ったのだ。 
           ne hi ekari そのほうに 
kotruweanna okimne topenkina 山のほうから、ザゼンソウを 
           a=e rusuy kusu 私は食べたかったので 
kotruweanna aynu kotan kopaksama  村のほうに 
           a=eot ki ki wa 向かって 
           san=an awa 下りてくると 
kotruweanna i=ekari ek wa kusu 私の方に（子熊が）やってきたので 
           yamni unarpe oro ta  栗の木のおばさんのところに 
            tura a=koramkor korka 連れて行って相談したが、 
           “tanpa maskin haru kokapar 「今年はことさら実の入りが悪い 
           ip a=ki ki wa それなので 
           iperuy kur anak 大食らいの者は 
           a=eham eaykap.” 泊めることができない」と 
kotruweanna itak wa kusu 言うので 
           pero unarpe39 ナラの木のおばさんの 
           oro ta a=tura. ところに連れて行った。 
           “tu ancikar_ re ancikar_ ne yakun 「ふた晩三晩なら 
           un=eham an40 y_akka  泊めてやっても 
           pirka ruwe ne” いいよ」 
           sekor itak wa kusu と言うので 
           oro ta a=hoppa ki wa そこに預けて 
           hosipi=an na. 戻って来たのだ」ということを 
kotruweanna a=wentarapte 私は夢に見せた 
           enuki awa すると 
kotruweanna ipe ka somo ki no  食事もとらずに 
                                                  
39 pero unarpe：前の方では、tunni unarpe「柏の木のおばさん」となっているが、ここでは pero unarpe
「ナラの木のおばさん」となっている。註 25 で述べたように、こちらのほうが本来の形であるよ
うである。 
40 un=eham an：この an は不明だが、N93 にも同じ形で出てくる。 
－ 184 －
             hotke wa an kor 寝ていたので 
           pone takupi 骨ばかり 
           kap takupi 皮ばかりが 
           koowkaowka 重なり合っている 
kotruweanna ki wa an ruwe ne awa 有様だったが 
           wentarap humi 夢で見たことを 
kotruweanna oyamokte wa 不審に思って 
kotruweanna <na> hopunpa41 ki na 起き上がり 
kotruweanna macihi kowepekennu 妻を問いただした。 
           “tapne kane 「これこれこのように 
kotruweanna a=resu kamuy e=somoipere wa  育てていた子熊にお前は食事させずに 
           ray etok ta ekimne hoyupu 死ぬ直前に山に走って行った 
kotruweanna ki ruwe ne sekor wentarap=an w_a という夢を私は見たが 
kotruweanna sunke he ne ya? 嘘なのか？ 
kotruweanna anpe he ne ya?” 本当なのか？」と 
kotruweanna itak ki ki kor 言いながら 
           kimuy otopi 頭髪を 
           tekkonoye 手に巻きつけ 
kotruweanna <na> rikun corka ekik hum konna 梁に叩きつける音が 
           rimnatara どすんどすん 
           yaknatara ばきんばきん 
kotruweanna <na> “a=ki hi wen pe 「私が悪うございました。 
           a=kor hi wen pe 私が悪いことをした 
kotruweanna u ne a kusu ので 
kotruweanna <na> 
（ここから散文） 
a=ye somo ki no a=i=rayke yak wen kusu  それを言わずに死ねないので 
a=ye hawe ne.  申し上げます。 
a=hokuhu turano ipe=an h_i ta anakne  旦那様とふたりで食事をしていた時は 
                                                  
41 hopunpa：ここでも長者の行動について、複数形が用いられている。散文説話中ではまずこの
ような表現は出てこない。註 35 参照。 
－ 184 － － 185 －
 pirka aep patek a=e awa,  おいしいものばかり食べていたのに 
kamuy ... pon kamuy a=resu awa,  子熊のカムイを育てて以来 
orowano pon kamuy patek pirka usike numke wa 子熊にばかり良いところを選んで 
a=hokuhu ere wa,  旦那様は食べさせて 
a=ruska kor an=an pe ne awa,  それが腹立たしかったのですが 
uymam kusu arpa wa kusu okake ta,  交易に行ったので、その後 
suke=an w_a a=e a a=e a wa  料理をして好きなだけ食べて 
pone takupi kap takupi  骨や皮のところばかり 
set a=kocari hikeka  檻に投げつけたのですが 
hemuymuye wa osorun kuni sapaun kuni  お尻と頭を隠してふて寝して 
yaykoseske wa an ayne,  丸くなっていたあげくに 
set cari wa ekimne hoyupu wa isam a ruwe ne. 檻を壊して山へ逃げてしまったのです。 
a=ki hi wen pe a=kor h_i wen pe ne kusu 私のしたことは悪いことでしたので 
tane anakne a=i=rayke kuni p ne hawe ne.  もはや殺されることでしょう。 
etokoho ta a=ye hawe ne na.” その前に申し上げておきます」 
sekor katkemat hawean.  と、妻は言った。 
orowa a=sirkik ayne  そこで私は（妻を）叩きつけたあげく 
a=teketoko koskosanu42 wa kusu <su>  ぐったりとなったので（？） 
soyun mimtar mimtar ka un a=osura hine  家の表に投げ捨てて 
orowa suke=an w_a ipe=an w_a  そして私は料理をして食事して 
tutko rerko suke=an w_a ipe=an w_a  二、三日料理して食事して 
kewotne=an wa kusu orowa <wa>  力がついてきたので 
pero unarpe a=hunara kusu  ナラの木のおばさんを探しに、 
kim ta arpa=an hine,  山に行って 
pero unarpe a=pa awa ナラの木のおばさんを見つけると 
oro ta a=resu kamuy a=resu pito an w_a,  そこに私の育てた子熊のカムイがいて 
orowano i=koterke i=ekap43 w_a  （子熊は）私に跳びついて再会を喜び 
                                                  
42 a=teketoko koskosanu：tek「手」etoko「～の前」koskosanu「ぱっと軽くなる」ということなの
で、妻の体から力が抜けて、抵抗しなくなったことを表しているものと解釈する。なお、このあ
たりから長者が叙述者になっている。 
43 i=ekap：ekap は「...にあいさつする、...に会いたいと思っている」『沙流方言辞典』を表すが、
－ 186 －
 ukoterke=an ukarkarsere=an kor  跳びついて、抱き合って転がり 
uekap=an ayne,  喜び合った。 
orowa a=tura hine san=an ruwe ne hine  そして、子熊を連れて私は山を下りて 
orowano suy pirka aep patek a=konumke wa  またおいしい食べ物ばかり選んで 
a=supa wa a=ere.  料理して食べさせた。 
a=macihi anakne siknu anan44 hine  私の妻は実は生きていて 
kotan kes un kotan kes ta ehorak cise an pe  村の下端に崩れかけた家があるのだが 
eun yayninpa wa arpa wa isam.  そこに自分の体を引きずって行った。 
okake an usi ta sap=an ruwe ne korka,  その後、そこまで行くことがあったが 
a=hunara ka ruska kusu,  探すのも腹立たしかったので 
orowano a=hunara ka somo ki no,  探すこともせず 
a=resu pito a=resu kamuy  私の育てた神、育てたカムイを 
a=pirkaresu a=pirkaipere ki p ne kusu,  立派に育て、よく食べさせたので 
kemewen h_i kusu nani pirka hine <ne>  飢えやつれていたのもすぐに回復し 
mimus kamus hine  肉もよくついて 
tane arpa usike ek ruwe ne hine,  もう旅立つ時も近づいて 
arpa usike ek wa orowa,  行く時がやってきて 
a=kotanu un utar sakekar=an w_a  村の人々を、酒をかもして 
iaskeuk=an w_a  招待して 
a=kotanu un utar uekarpa wa,  村人たちが集まって 
inaw tuye45 kur sinna kane <ne> イナウの木を切る人もいれば 
inawke kur sinna kane,  イナウを削る人はイナウを削り 
sake a=kar pe ne kusu,  私がお酒を作ったので 
sake numpa kur sinna kane,  お酒をしぼる人は酒をしぼり 
sito ... sito kar kur sinna kane, シトを作る人はシトを作り 
orowa a=kor a=resu kamuy a=omante ruwe ne. そして私の育てた子熊を霊送りした。 
“unu or_ ta ona or_ ta arpa yakne,  「母のもと、父のもとに行ったら」 
                                                                                                                                      
ここではどちらの訳も当てはまらない。「会いたいと思っていたのが会えて、その思いを表現する」
と解釈して、上訳のようにした。 
44 siknu anan：anan は「～だったことに後から気づく」ことを表す助動詞。すなわち死んだもの
と思って家の表に投げ捨てたのだが、実は生きていたことが後でわかったということ。 
45 inaw tuye：イナウ「木幣」になるヤナギなどの木を切ってくること。 
－ 186 － － 187 －
 pirka ipe ukasuy poronno ki yak pirka.”  一緒にご馳走をたくさん食べなさい」 
sekor itak=an kor,  と言いながら 
karipinki46 ka makakke kane  カリピンキがいっぱいになるほど 
sito a=kar wa a=omare. シトを作って入れて 
orowa nit un sito ne yakka  串に刺したシトも 
poronno a=kar wa a=sere.  たくさん作って背負わせた。 
cep ne yakka kam ne yakka porono a=sere hine  魚も肉もたくさん背負わせて 
<ne> a=hopunire ruwe ene an h_i ne.  送ったのだ。 
nispa a=ne ruwe ne kusu （そんな）長者で私はあるので 
a=eysoytak sekor sino nispa isoytak ruwe ne. この話をしたのだと、本当の長者が語った。 
  
                                                  
46 karipinki：熊の霊送りの時に土産を入れてカムイにもたせる、ゴザで作った袋。 
－ 188 －
 N9309281KY 本文 
 
hunnahore ip a=kor aynu 私のお父さんは 
hunnahore i=pirkaresu 私を大事に育て 
 i=tomteresu 立派に育てて 
hunnahore u (y) an=an awa くれていたが 
hunnahore sineanpeta ある時 
hunnahore ene itak h_i こう言った。 
hunnahore “kamuy cihoki 「熊の毛皮 
 u yuk cihoki 鹿の毛皮が 
 ukaosma wa  たまって 
hunnahore a=eyyok kusu それを売りに 
 sisam kotan un 和人の村へ 
 tono kotan un 殿様の村へ 
 arpa=an ki wa 行って 
 a=atcikiri 片足は 
 an=oyausi 岸に置き 
 a=atcikiri 片足は 
 an=orepusi 沖に置く 
 semkoraci かのように 
 arpa=an w_a 行って 
 ek=an kusu 来るから 
 ne hi tapan na な。 
 a=pirkaresu siri 私が立派に育てている様子を 
 e=nukar kuni p お前は見ているはずの 
 kamuy ne ki na 熊のカムイだぞ。 
 <na> pirka e=ipere 十分食べさせ 
 pirka e=resu 立派に育てる 
 u ki kusu ne na.” のだぞ」 
 aynu a=onaha 人間の父は 
 aynu a=unuhu 人間の母に 
－ 188 － － 189 －
  koytakmuye そう言いおいた。 
 orowakayki それから 
 i=sam ta ek wa 私の傍に来て 
 i=koytak hawe 私に言ったことは 
 ene oka hi. このようなことだ。 
hunnahore “kamuy cihoki 「熊の毛皮 
 u yuk cihoki 鹿の毛皮が 
 ukaosma i(?) wa たまって 
 tane anakne もう 
 poronno an kusu たくさんあるので 
 a=eyyok ki それを売りに 
 sisam kotan un 和人の村へ 
 tono kotan un 殿様の村へ 
 a=atcikiri 片足を 
 a=e=epotara kusu あなたが心配なので 
 a=atcikiri 片足を 
 an=orepusi 沖に置き 
 a=atcikiri 片足を 
 an=oyausi 岸に置く 
 semkoraci かのように 
 arpa=an w_a 行って 
 hosipi=an kusu 戻ってきますから 
 ne hi tapan na ね。 
 kamuy e=ne na あなたはカムイですから 
 nep w_a an pe  何か 
 wen y_akkayki 悪いことが起こっても 
 e=siknu kusu 生き延びて 
 ne hi tapan na くださいよ。 
 yayeyam kuni 自分を大事にして 
 p e=ne p tapan na.” いてくださいね」と 
 itak ki ki kor 言うと 
－ 190 －
  i=koytakmuye 私に言いおいて 
 orowakayki そして 
 pis ta san w_a 浜に下りて 
 poro cip sanke 大きな舟を下ろしてきて 
 cip or un 舟の中に 
 kamuy cihoki 熊の毛皮 
 u yuk cihoki 鹿の毛皮を 
 se wa rura na. 背負って運んだ。 
 rura ayne 運び続けて 
 okere hine 運び終えると 
 orowakayki それから 
 “arpa=an w_a ek=an kusu ne na.” 「行ってきます」 
  sekor hawean kor aynu a=unuhu と言うと、人間の母親に 
 koytakmuye 言いおき 
 i=koytakmuye 私に言いおいた 
 enuki ki wa そして 
 repun w_a arpa. 沖に漕ぎだして行った。 
 okakehe wano その後 
 aynu a=unuhu 人間の母は 
 “taan wen kamuy 「この悪い熊 
 sirun wen kamuy しょうもない熊が 
 an kuskeray いるおかげで 
 pirka kam 良い肉を 
 a=e ka rakas ka ki na 食べることもかなわないでいた。 
 hayta ki na.” 食べそこなっていた」と 
 itak ki ki kor 言いながら 
 iwan at us su 6 つの弦のついた鍋を 
 oro un ranke ki wa そこに下ろして 
 hoka tuyka 火の上に 
 eterkere wa 掛けて 
 orowakayki それから 
－ 190 － － 191 －
  cep piye hi 魚の脂ののったところ 
 kam piye hi 肉の脂ののったところを 
 sanke ki wa 出してきて 
 su or esikte 鍋いっぱいに入れて 
 su noski punaspunas wa 鍋の真ん中が持ち上がって 
 pop akusu 沸き立つと 
 ci usi wano 煮えたところから 
 yanke ki wa 上げて 
 orowakayki それから 
 i=hekota no 私の方を向いて 
 an ki ki wa いて 
 e a e a 食べまくり 
 enuki hawe 言ったことは 
 ene oka hi. このようなことだった。 
 “taan wen kamuy 「この悪い熊 
 sirun wen kamuy しょうもない熊が 
 an kus tap ne いるおかげで 
 pirka aep おいしい食べ物を 
 a=e ka eramuskari 食べたこともない。 
 a=e ka rakas ka 食べそこなっていた。 
hunnahore keraan humi.” ああ、おいしいこと」と 
 itak ki ki kor 言いながら 
 e a e a 食べまくった。 
 e ponehe 食べた骨を 
 i=kocari na 私に放り投げた。 
 e kapuhu 食べた皮を 
 i=kocari na 私に放り投げた。 
 ki p ne korka けれども 
 iruska kuni p 腹が立ち 
 siante kuni p 怒りがこみ上げた 
 a=ne p ne kusu ものなので 
－ 192 －
  hosari pentok 振り向きも 
 a=yaykoseske47 せずに 
 hemuymuye=an ふて寝をした。 
 osor an=un kuni お尻を隠し 
 sapaun=an kuni48 頭を隠して 
 a=yaykoseske 丸くなり 
hunnahore mokor=an apekor 眠っているふりをして 
 u an=an tane いたが、もう 
 “a=atcikiri a=oyausi 「片足を岸につけ 
  a=atcikiri a=orepusi 片足を沖につけて 
 tunas yan=an kusu ne na.” すぐに帰ってきますから」と 
 aynu a=onaha 人間の父が 
 repun ki kusu 漕ぎだして行ったのだから 
 ne hi pak anak それまでは 
 somo ipe=an y_akka 食べなくても 
 ray=an ka somo ki nankor 死にもしないだろうと 
 yaynu=an kuni p 思った 
 ne p ne kusu ので 
 a=e ka ruska 食べるのも腹立たしく 
 u an=an ciki いたところ 
 tane anakne もう 
 aynu a=onaha 人間の父は 
 tu cup ka konin ふた月たっても 
 re cup ka konin 三月たっても 
                                                  
47 hosari pentok a=yaykoseske： hosari「振り返る」pentok「？」yay-「自分」ko-「～に対して」seske
「～をふさぐ」ということで、pentok が何を指しているかは不明だが、意味としては「振り向き
もしなかった」ということ。hosari pentok hekiru pentok あるいは hetari pentok hosari pentok のよう
な対句表現でも用いられる。 
48 osor an=un kuni sapaun=an kuni：osor un の方は名詞＋他動詞の 2 語として、sapaun のほうは 1 語
の自動詞として表現しているらしい。  
－ 192 － － 193 －
  u yan siri ka 帰ってくる様子も 
 oarar isam まったく無い。 
 ki p ne kusu それゆえに 
 a=sittokkuri 私の肘は 
 utasatasa がくがく交叉し 
 a=kokkakuri 私の膝は 
 utasatasa がくがく交叉し 
 tane anakne 今は 
 u (y) an=an awa そうなって 
 a=i=kocari 投げつけられた 
 pone ne yakka 骨も 
 a=yaykokemkem 自分の体ごとなめなめ 
 a=supa kuni p 料理されたものの 
 rurihi takup 汁だけを 
 a=i=kocari na かけられたので 
 tane anakne <ne> もう今は 
 kem kamuy i=noye noyne 飢えのカムイが私をよじる 
 humas kuni p ような具合 
 ne p ne kusu なので 
 <su> a=i=kocari rur 私に投げつけられた汁を 
 a=setkokemkem 檻ごとなめなめ 
 a=yaykokemkem 自分の体ごとなめなめ 
 h_i ka iki korkayki してみたが 
 nep rakaha 何の足しに 
 oma ki humi なる感じも 
 oarar isam まったくしない。 
hunnahore an=an ki na そうしていた。 
hunnahore tane anakne aynu a=onaha もう人間の父は 
 re cup ka ine cup ka 三月も四月も 
 hosipi siri 戻ってくる様子が 
 isam pe ne kusu ないので、 
－ 194 －
 hunnahore tane anakne もはや 
 a=sittokkuri 私の肘は 
 utasa kane がくがくして 
 a=kokkakuri 私の膝は 
 utasa kane がくがくして 
 neno e=an w_a このままいて 
 e=ray wa ne hike お前が死んだら 
hunnahore aynu a=unuhu 人間の母が 
 ray=an ponehe 私の死んだ骨 
 ray=an kapuhu 私の死んだ皮を 
 nukar wa i=koehese 見て安堵の息を 
 ki wa ne yakne つくだろうから 
 wen nankor sekor yaynu=an kusu よくないと思ったので 
 toop ekimne ずっと山の方へ 
 arpa=an ki wa 行って 
 toop kim ta arpa=an w_a 遠く山中に行って 
 ray=an yakun 死んだなら 
hunnahore a=raykapuhu 私の死んだ皮 
 a=rayponehe 私の死んだ骨を 
 a=wenunuhu 悪い母親が 
 nukar anakne 見ることは 
 somo ki yakun ないだろうから 
 a=yaykotomka 私にふさわしいと 
 yaynu=an kusu 思ったので 
 ekimne sineantota ある日山へと 
 cisecaktektek=an 家（檻）を壊して 
 soyoterke=an 飛び出して 
 tap orowano それから 
 ekimne ekimne patek 山の方へ山の方へとばかり 
 arpa=an ki na 進んで行った 
 iki p ne korka のだが 
－ 194 － － 195 －
  ipenekamuy 食欲のカムイが 
 i=noye noyne 私をよじるような 
 i=rayke noyne 私を殺すような 
 humas pe ne kusu_ 気がするので 
 neun iki=an w_a どうやっても 
  hankeno ray=an he ki y_a? 近くで死ぬことになるのかと 
 yaynu=an ki kor 思いながら 
 esitciw=an kor つんのめって転んでは 
 cis=an ayne hopuni=an w_a ひとしきり泣いて起き上がって 
 arpa=an ki na 進んだ。 
 ekimne patek 山奥へとばかり 
 arpa=an ki na 進んだ 
 u ki akusu すると 
 ekimne patek ekimne patek 山奥へ山奥へとばかり 
  arpa=an ayne sirosma=an kor 進んだあげく、倒れると 
  oro ta a=onaha aynu a=onaha そこで私の父、人間の父を 
 a=hotuyekar kusu 呼ぶために 
 hotuypa=an kor 叫び声を上げると 
 enune ki kor そうすると 
 pewrep haw a=ki 子熊の声が出るのを 
 a=ruska kusu49 腹立たしく思い 
 hokehoke=an 足をばたばたさせ 
 hopayepaye 足をじたばたさせ 
 ip a=ki ki kor そうしながら 
 arpa=an ki na 進んで行った。 
（ここから散文） 
って言ったら、こんど昔に、 って言ったら、以前に 
「泊れ。  （人間の長者が）「我が家に客になれ。 
                                                  
49 pewrep haw a=ki a=ruska kusu：人間の言葉で父親を呼ぼうとしているのに、熊の鳴き声しか出て
こないので、憤っている。 
－ 196 －
 inaw たくさんこしらえてやるから」 イナウ（木幣）をたくさん作ってあげるから」 
sekor itak hikeka a=kopan w_a  と言ったけれど、拒絶して 
arpa=an a=poho a=eykasnukar wa  去った。自分の子供を預けて 
orowa arpa=an っていう kamuy  そこから去った、っていう熊が 
こんど isoytak するんだ。 今度は話をするんだ。 
（ここから韻文） 
kotruweanna tapne kane こういうわけで 
kotruweanna aynu kotan 人間の村 
 kotan teksama 村のそばに 
 a=osan w_a ne yak 下りたなら 
kotruweanna <na> topenkina ザゼンソウを 
 poronno a=kar たくさん採って 
 a=se ki ki wa 背負って 
 hosipi=an yakun 帰ったならば 
 pirka sekor yaynu=an kusu 良いと思ったので 
 aynu kotan 人間の村 
 kotan teksama 村のそばに 
 a=osan ki ki na 私は下りて行った。 
kotruweanna san=an ayne 下りて行くうち 
kotruweanna inehunak un どこからか 
 nep w_a an pe he 何であるのか 
 hawehe a=nu 声が聞こえる 
 ki p ne korka のだが 
kotruweanna inupirkare 耳を澄まし 
 kisaruhewpa 耳をそばだて 
 a=ki ki ki kor ながら 
 san=an ayne 下りて行って 
kotruweanna karanke san=an 近くまで下りて 
kotruweanna enuki awa 行ったところ 
kotruweanna <na> somo ka tapne まさかそんなものを 
 inkar=an kuni 見ようとは 
－ 196 － － 197 －
  a=ramu rok pe 思わなかったが 
kotruweanna pirka ponpe かわいい子熊が 
kotruweanna kokkakuri 膝を 
 utasa kane がくがくさせ 
 sittokkuri 肘を 
 utasa kane がくがくさせて 
kotruweanna arki ki wa やってきて 
 <wa> paraparak kor sirosma ka ki 泣きわめきながら倒れて 
 enuki ki kor そうしながら 
 arki hawe ne rokoka やってくる声だったのだ。 
 yaykotuyma- よくよく 
 siramsuye wa 考えて 
 inu=an ayne 見ると 
kotruweanna <na> teeta kane 以前 
 aynu nispa 人間の長者と 
 a=nukar ki ki wa 出会って 
 i=eham hawe 自分のところに泊まれと 
 karikari 何度も言われた 
 enuki rok pe のだが 
kotruweanna yaynunuke a=ki wa kusu 自分の身が惜しかったので 
 <su> a=kor pirka ponpe 私のかわいい子熊を 
 a=ekasnukar wa 授けて 
kotruweanna omap kor （長者は）かわいがりながら 
 kay wa san katuhu おぶって山を下りたことが 
 a=kowsaramkur- 心に思い 
 paste kane 浮かんで 
kotruweanna <na> a=esikari wa 私は（子熊を）抱きしめ 
kotruweanna a=yaykoruyruye なでさすろうと 
 yaynu=an a korka 思ったのだが 
kotruweanna neno ne yakne そんなことをしたなら 
kotruweanna aynu hura 人間の匂いが 
－ 198 －
  rak wa wen w_a kusu して、よろしくないので 
kotruweanna a=siren ki hine （子熊を）連れて 
kotruweanna yamni unarpe 栗のおばさんの 
 oro ta a=tura ところに連れて行った。 
kotruweanna yamni unarpe 栗の木のおばさんに 
kotruweanna a=koramkor ki na 相談した。 
kotruweanna “tan ponpe tutko rerko この子熊を、二三日 
 tu ankicar_ re ancikar ふた晩三晩 
kotruweanna eham ki ki wa 泊めて 
 i=korpare yan.” くださいな」と 
 itak=an awa 言ったところ 
kotruweanna yamni unarpe 栗の木のおばさんは 
 ene itak h_i こう言った。 
 “tan pa anakne 「今年は 
 haru wen ki wa 実の入りが悪くて 
 iperuy kur anak 大食らいの者は 
 a=eham eaykap 泊めることはできない 
 ki ruwe ne na.” のだよ」と 
kotruweanna itak wa kusu 言うので 
kotruweanna pero unarpe ナラの木のおばさんの 
 oro ta a=tura ところに連れて行った。 
 pero unarpe ナラの木のおばさんに 
 a=koramkor ki na 相談した。 
 ki akusu すると 
 <su> “tu ancikar_ re ancikar_ 「ふた晩三晩 
  ne hawe ne yakun という話なら 
 un=eham an50 y_akka 私のところに泊めてやっても 
 pirka hawe ne いいよ」 
 ruwe ne na.” sekor と 
                                                  
50 un=eham an：註 40 参照。 
－ 198 － － 199 －
  pero unarpe ナラの木のおばさんが 
 itak ki ki wa 言うので 
 oro ta a=hoppa そこに残して 
kotruweanna topenkina ザゼンソウを 
 poronno a=kar たくさん採って 
 poro sikehe 大きな荷にして 
 niesike ne 背負子にして 
 a=se ki ki wa 背負って 
 a=uncise ta 自分の家に 
 hosipi=an w_a 戻ってきて 
 orowakayki それから 
 aynu nispa neun iki wa 人間の長者がどうして 
  hosipi moyre hawe an y_a 帰るのが遅いのかと 
 yaynu=an kusu 思ったので 
 inkar=an awa 見てみると 
kotruweanna sisam kotan ta 和人の村に 
 tono kotan ta 殿様の村に 
 arpa ki wa 行って 
kotruweanna kor wa arpa numa51 持って行った毛皮 
 kamuy numa ka yuk numa ka 熊の毛皮も鹿の毛皮も 
  opitta pirka sekor hawas kor みんな良いと言われて 
 a=hok ruwe ne korka 買われたのだけれど 
kotruweanna kamuy tono anak 殿様は 
kotruweanna <na> a=ipere hi pakno a=ipere wa 食べさせるかぎり食べさせて 
  tu cup ne yakka re cup ne yakka ふた月も三月も 
  sihopire somo ki no 帰そうとせず 
  aynu ottena ye itak アイヌのオッテナの言う話を 
 pirkano nu wa いろいろ聞いて 
 tu cup ka re cup ka ふた月も三月も 
                                                  
51 numa：numa は通常髪の毛以外の毛や動物の毛を指すが、「毛皮」を指すこともある。 
－ 200 －
  asikne cup ka eham katuhu 五月もとどめている様子で 
 ne rokokay あったのだった。 
 orowakayki それからようやく 
 yan w_a ek na （長者は）戻ってきて 
kotruweanna “a=resu kamuy 「私の育てた熊 
 a=resu pito 私の育てたカムイは 
 neun iki ya?” どうしたのだ？」と 
 itak ki awa 言うと 
kotruweanna wen menoko 悪い女 
 sirun menoko ひどい女は 
 ene itak h_i こう言った。 
 “a=ipere katu pirka ipere ki kor 「私はきちんと食事させて 
  a=kor wa an=an pe ne a p, 世話していたのですが 
  sineanpeta ある日 
kotruweanna setcari wa ekimne 檻を壊して山に 
  hoyupu wa orowano 走って行ってしまって 
 hosipi siri 戻ってくる様子が 
 isam ki ki wa ない 
 siran ki na.” のです」と 
kotruweanna itak akusu 言うと 
kotruweanna <na> nea nispa somo ipe no その長者はものも食べずに 
kotruweanna <na> yayosura ape etok ta ki hine 横座に身を投げ出して 
  orano somo ipe no それ以来ものも食べずに 
  mokor pe ne kusu 寝ているので 
 sinuma52 ne yakka 彼自身も 
kotruweanna kokkakuri 膝が 
 utasatasa がくがくし 
 sittokkuri 肘が 
                                                  
52 sinuma：三人称代名詞と呼ばれている語だが、日本語で「彼、彼女」を表すような場面で通常
使われるものではなく、「他の誰でもないその人が」とか、この例のように、「子熊だけでなく、
彼自身が」といった、その人物であることを強調したような意味の場合に用いられる。 
－ 200 － － 201 －
  utasatasa がくがく 
 ki korkayki しているのだが 
kotruweanna katkemat anak 妻のほうは 
kotruweanna pirka aep おいしい食材を 
 numke ki wa 選んで 
 supa ki wa 料理して 
 e a e a がつがつ食べ 
 enuki ki kor ている 
 an ki siri 様子を 
 a=nukar_ ruwe ne 私は見た。 
 tapan pe kusu それなので 
kotruweanna <na> nea nispa その長者に 
 sineanta ある日 
 a=wentarapte 夢を見させた。 
 enuki hine すると 
 <ne> “pirka ipere ki wa 「ちゃんと食事をさせて 
  ipe a ipe a p neun arpa ya?” 食べていたものがどこに行ったのだ？」 
 sekor hawean ki kor と言いながら 
 sittokkuri utasa korka ひじががくがくしながらも 
 hopuntektek wa ぱっと起き上がって 
 mat ne kor pe 妻であるものの 
 kimuy otopi 髪の毛を 
 tekkokari 手に巻きつけ 
kotruweanna <na> esirkikkik 叩きつけた。 
 ranke corka 床に 
 rikun corka 梁に 
 ekik hum konna 叩きつける音が 
 rimnatara どすんどすん 
kotruweanna yaknatara ばりんばりん 
kotruweanna enuki ki wa そうして 
－ 202 －
  rayke hine53 殺して 
 mimtar or un osura ruwe ne. 家の外に投げ捨てた。 
kotruweanna ki p ne korka そうしたけれど 
 ipenekamuy 食欲のカムイが 
 tane anakne もはや 
 noye noyne 身をよじりよじりする 
 humas pe ne kusu 気がしたので 
kotruweanna <na> keneyotneyot ふらふらになって 
 enuki ki na 歩いた。 
kotruweanna tutko rerko ipe=an y_akun 二三日、食事をとったら 
  tumasnu=an nankor 力がつくだろう 
  sekor yaynu kusu と思ったので 
 suke ki ki wa 料理を作って 
 ipe ki ki na 食べた。 
kotruweanna ipe ewen 栄養状態が悪かった 
 ne p ne kusu ので 
 ipe akusu 食事をすると 
 tumasnu ki na 力がついてきて 
kotruweanna orowakayki それから 
 kor pon kamuy 子熊のカムイを 
 hunara kusu 探すために 
 kim ta arpa 山にでかけた。 
kotruweanna pa akusu upa akusu orowano （子熊を）見つけ、お互いを見つけると 
 ukoterke a 跳びつきあい 
 ukoterke a 跳びつきあって 
 ukarkarsere 抱き合って転がって 
kotruweanna uekap ki na 再会を喜びあった。 
kotruweanna uekap ayne orowa 再会を喜んだ末に 
                                                  
53 rayke hine： N92 ではこのあたりをぼかした表現にしているが、ここでははっきり rayke「殺し
た」と言っている。 
－ 202 － － 203 －
   “iyairaykere pero kamuy. 「ナラの木のカムイ有難うございます。 
  san=an yakun inaw poronno  里に下りましたら、イナウをたくさん 
 a=kar wa a=e=nomi kusu  作ってお祀りするつもりで 
 ne hi tapan na.” おります」と 
 itak ki ki kor  言いながら 
 hosippa ki na. 戻って来た。 
kotruweanna orowano それから 
 kor pewrep suy 子熊にはまた 
 pirka aep おいしい食材を 
 konumke ki wa 選んで 
 supa ki na 料理して 
 
kotruweanna でない。こんど何だっけ？ 後さ戻る。kotruwe はババもう終わった。山の神様、
ババもう終わったんだ。 
（中川）hunnahore か。 
（白沢）そだね、hunnahore だ。 
 
hunnahore ip a=kor aynu 私の父は 
hunnahore i=pirkaresu 私をよく育て 
 i=tomteresu 立派に育てて 
hunnahore ki p ne kusu くれたので 
 irukay ne kor わずかな間に 
 pirka kamuy ne 立派な熊に 
 an=an ki na 私はなった。 
kotruweanna54a=rusihi ne yakka 私の毛皮も 
 pirka rus a=kor_ ruwe ne 立派な毛皮になった。 
kotruweanna kunneno rus a=kor_ ruwe ne 真っ黒な毛皮を私は持った 
  ... a=mi ruwe ne …私は着たのだ。 
 <ne> an=an ayne そうしているうちに 
                                                  
54 いつの間にか kotruweanna に戻っているが、ここは本来 hunnahore で語るつもりだったことが、
後ではっきりする。 
－ 204 －
 kotruweanna ene itak h_i （父は）こう言った。 
 “tan pa anakne 「今年は 
 <ne> kamuy or un カムイの世界へ 
 e=hosipi kusu あなたが帰ることに 
 ne hi tapan na なりますよ。 
 kamuy e=unu カムイのお母さん 
 kamuy e=ona カムイのお父さんの 
 e=kohosipi ところへ戻る 
 ki kusu ne na.” ことになりますよ」と 
 itak ki ki kor 言うと 
kotruweanna <na> orowa それから 
 kotanu un utar 村人たちを 
kotruweanna <na> sikasuyre wa 手伝わせて 
kotruweanna iwan sintoko ror_ ta ka 六つの行器を上座にも 
  si utur55_ ta ka asi. 下座にも置いた。 
  poronno sake a=kar_ ruwe ne たくさん酒を作った。 
kotruweanna <na> orowakayki それから 
kotruweanna inaw tuypa kur イナウの木を切るものは 
 okkaypo utar 若者たちが 
 uekarpa wa 集まって 
 inaw tuypa na. イナウの木を切った。 
kotruweanna pirka inaw 立派なイナウ 
 tursak inaw 美しいイナウを 
kotruweanna <na> poronno kar wa たくさん作って 
 orowakayki それから 
 sake kar pa wa 酒をかもして 
kotruweanna <na> sake kar kur sake kar 酒を作る者は酒を作り 
  sito kar kur sito kar シトを作る者はシトを作り 
                                                  
55 si utur：si utur は本来、「その真ん中、間」を指す表現だと思われるが、ここでは ror と対比さ
れているので、明らかに「下座」の意味の utur である。したがって、si には特に意味が無いと思
われる。 
－ 204 － － 205 －
   cep supa kur cep supa 魚を料理するものは魚を料理し 
  kam supa kur kam supa kane 肉を料理するものは肉を料理し 
 ukasuy hine ともどもに 
kotruweanna <na> a=i=kopuni kuni p 私に捧げてくれようと 
  kasi ta aynu opitta aruterkere 人々がみんな頑張ってくれた。 
kotruweanna a=se wa kamuy or un 私が背負ってカムイのもとへ 
  arpa=an kuni p 行くためのものだ 
  sekor haweoka kor と言いながら 
 sito kar pa na シトを作って 
 menoko or_ ta 女も 
 okkayo or_ ta 男も 
 uekarpa wa 集まって 
kotru ...ん？ hunnahore だべや。  
 uekarpa wa 集まって 
hunnahore kamuy or un simatta=an kuni 私がカムイの世界に帰るように 
  hosipi=an kuni eukasuy wa 戻るように手伝って 
 ki ruwe ne くれた。 
hunnahore orowakayki それから 
 a=i=tususi na 私に綱がつけられて 
hunnahore pirkano <no> tuskotni ka roski 祭場に綱をつなぐ杭が立っていて 
  orowa tuskotni a=i=kote ki na. その杭に私は結びつけられた。 
kotruweanna56 <na> pon ciros57 ani 小さな花矢で 
  hekattar utar 子供たちが 
 i=ukocotca 私を射た。 
 eumimare 笑い合いながら 
kotruweanna iki=an ayne そうしているうちに 
kotruweanna <na> aynu a=onaha 人間の父が 
 ki hine 来て 
                                                  
56 ここでまた kotruweanna に戻ってしまっている。 
57 ciros：「花矢」。沙流方言では heper ay とも呼ばれる。熊送りの際に儀礼的に熊に射かけるため
の装飾された矢で、先端は短い削りかけになっており、体には刺さらない。 
－ 206 －
   <ne> i=sirkocotca 私を激しく射た。 
 sonno ... sonno ciros でないでや 本当の…本当の花矢じゃなくて 
 なんだっけ？ ay ani よ。 なんだっけ？ 矢でよ。 
 sonno ay ani 本当の矢で 
 i=sirkocotca 私を激しく射た。 
 orowakayki それから 
 okkaypo utar 若者たちが 
hunnahore  
（ここから散文） 
a=kemaha etaypa hine a=i=sirekatta hine 私の足を引きずって地面に引き倒し 
orowa irekutnumpani58 a=i=kore hine  首を絞める木が与えられて 
a=rekuci a=numpa ruwe ne yakun  私の首が絞められると 
tane anakne kamuy or un,  もはやカムイのもとへ 
kamuy a=unuhu kamuy a=onaha or un  カムイの母、カムイ父のところへ 
simatta=an hi ne kuni a=ramu kor  帰るのだと思いながら 
ray=an ruwe ne na.  私は死んだのだ。 
sekor pon nupuri kor kamuy isoytak ruwe ne. と、小さな熊のカムイが物語った。 
                                                  
58 irekutnumpani：熊送りの際は、矢で心臓を射て絶命させたあと、二本の丸太の間に熊の首を挟
んで、上から男たちが大勢でおおいかぶさって首を絞めるのが通例である。ただし、白老地方で
は矢でとどめをさすという過程が無く、生きた状態で首を挟んで絞めてとどめをさすことになっ
ているそうである。 
－ 206 － － 207 －
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－ 208 －
 Ainu Folklore Text-16 
Nabe SHIRASAWA's uepeker 
 
 
NAKAGAWA Hiroshi 
Summary: 
These two texts were told by the late Ms. Nabe Shirasawa (1905-93, born in Chitose), on April 
19, 1992 (N9204191KY) and on September 28, 1993 (N9309281KY). These are two 
performances of the same tale, but at least the opening scenes of them are so different that you 
can’t regard they are the same tale. The reason for it is that the characters to narrate are different 
between them. Usually Ainu narratives are told from the perspective of one of the characters. 
While N9309281KY is told by perspectives from a bear cub and his mother, N9204191KY is 
told by them plus one from the man who raised the cub.  
   This genre kamuyyukar “mythic epic” is usually narrated with sakehe “a phrase for refrain” 
and this tale has two sakehes, hunnahore and kotruweanna, which coincided with the change of 
the cub and his mother as a narrating character in N9204191KY, but don’t in N9309281KY. I 
concluded that the latter has an excessive narrating character, the man, so that the composition of 
the latter differed from the former and couldn’t coincide with the change of sakehes. 
 
Outline of text: 
A bear cub was raised by a man with great care. One day the man sailed out to trade with 
Japanese. Just after his leave his wife started to eat an amount of delicious meals by herself 
and feed only skins or bones to the cub. The cub was starving to die so that he escaped from 
the cage to the mountains.  
   When the mother of the cub descended from the mountains she heard a faint voice from 
somewhere. She went down for the voice and found the cub. Then she remembered that she 
had left her baby son to a man who she had met in the mountains and rejected whose 
invitation to his guest (as a game). She couldn’t hold the cub because of his human odor. So, 
she asked the chestnut goddess for some nights lodging of the cub but was refused. Then she 
asked the oak goddess and was accepted. 
   She searched the man who raised the cub and know that he had been welcomed by the 
Japanese lord and had been kept long in the lord’s castle. At last he returned to his home but 
he only found an empty cage. He was disappointed and kept lying on floor. The mother bear 
made him dream so that he knew the truth. He killed her wife and ascended the mountains to 
find the cub. The man took back the cub to his home and held a ceremony for it to return to 
the gods world. 
－ 208 － － 209 －
